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1 一般式の導出

有限差分において、 中心差分を用いたときの高次差分の一般的な式を導出する。

関数 f(x)は x = 0のまわり で、 次のよう にテイラー展開できる。
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従って、
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級数を k = K までとして、 pn ≡ 1
2{f(x+n)− f(x−n)} とおけば
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ここから B = A
−1 として、 行列Bの要素を bij とすれば
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2 例

2.1 2次精度 (K = 0)

K = 0 とすると 、

a00 =
∆x

2
⇆ b00 =
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∆x
(7)

より 、
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2.2 4次精度 (K = 1)
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従って、
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